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Ⅰ．事業計画の概要 
 

 

 

1．はじめに 
SICEでは2014年より、2013年1月に制定（2014年に改定）された「SICE中期事業計画（5か年計画）」

を各委員会・部門・支部ごとにブレークダウンして、3か年計画、単年度計画に落とし込む形で事業計画を策定

してきました。この仕組みは、担当する理事・部門長・支部長が交代しても、中長期事業をもれなく引き継いで

いくことができる良い仕組みですが、ともすると運用が形骸化してしまい同じ計画が繰り返し先送りされるとい

う課題があることが、2016年度の理事会で議論されました。そこで2017年度は、「SICE中期事業計画」をよ

り実効性のある「SICEミッションと事業計画」として改定し、また、この新しい計画に従って、次年度の単年

度事業計画を策定するプロセスに見直していくことを計画しています。 

なお2016年度中に策定する必要がある2017年度の各委員会・部門・支部の個別計画については、現行の「SICE

中期事業計画（2015～2019年）」をよりどころとして、単年度計画として落とし込みました。前述の新しい「SICE

ミッションと事業計画」とそれに基づく単年度事業計画策定プロセスの見直しの結果により、必要に応じて2017

年度中に単年度計画の追加削除を行うこととしました。 

 

2．SICE中期事業計画（2015～2019年） 

2014年度に策定された「SICE中期事業計画（2015～2019年）」は、2013年1月に制定された「SICE 2013-2017

年度5か年中期事業計画注1」をもとに、PDCAを回しながら実施状況を見直して策定し直した、第二次5か年事

業計画です。「SICE中期事業計画（2015～2019年）」の骨子は、これまでのビジョンとそれに基づく「4つの柱」

を踏襲しています。 

2017年度単年度計画のよりどころになっている「SICE中期事業計画（2015～2019年）」を II-1に示します。 

 

注1： SICE創立50周年を期に2012年度に立案・策定を進め、2013年1月に制定されたSICE初の

中期事業計画です。 

 

3．各組織中期事業計画：単年度計画 

「SICE中期事業計画（2015～2019年）」をよりどころに、各委員会・部門・支部ごとに「単年度計画（2017

年）」を策定しました。「単年度計画（2017年）」について、II-2に示します。 

なお、2016年4月の理事会において、会員サービス委員会と事業推進連携委員会を、2017年度より事業会員

サービス委員会として統合することが決議されています。 

 

4．2017年度事業計画の実施と見直し 

2017年度の事業は、前述の「単年度計画（2017年）」に従って計画的に実施されます。しかしながら、事業を

遂行していくと、往々にして計画通り事業が進まない事態が発生します。そこで、事業の遂行と合わせて、今年

度事業計画、実施した内容、明らかになった問題点、問題解決のための具体策を「活動報告」にまとめ、PDCA

のサイクルを回していきます。 

 

5．2017年度事業計画の特記事項 

2017年度事業計画の特記事項を、「SICE中期事業計画（2015～2019年）」に定められた「4つの柱」ごとに

示します。 

プレゼンス： 

SICEの一般社会及び産業界への発信力強化のために、必要な情報の見える化、キーワード検索による

SICEへのアクセス数増大対策、スマートフォンへの対応、SNSへの参加、ビデオクリップコンテスト企

画などを含めたSICEホームページの刷新を検討します。 

Society5.0でのSICEの役割明示とSICE関連技術のプロモーションのために、Society5.0に関する

OSやワークショップを開催することによる、メーカー企業・ユーザー企業のみならず銀行や商社等の異

業種を含む社会への情報発信を進めます。 

サービス： 

SICE2017（金沢）での企業向けイベント（日本語WS併設など）、国際化推進イベントなどを企画

し参加者数増大を目指します。 

国際性： 
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英文論文集の国際的評価基準（Citation Index等）獲得へ向けた具体的方法とスケジュールの策定

を進めます。 

Annual Conferenceの海外（アジア圏）開催計画の策定を進めます。 

日本誘致が決まった IMEKO2021、IFAC2023の開催支援体制の検討を進めます。 

組織運営： 

事業計画を遂行可能とするための財務改善TFを継続します。 
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Ⅱ．2017年度事業計画付属明細書 
 

 

 

1．SICE中期事業計画（2015-2019年） 
2014年度に策定された「SICE中期事業計画（2015～2019年）」を4ページに示します。 
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２．単年度計画（2017 年） 

各委員会、部門、支部が策定した「単年度計画（2017 年）」を以下に示します。 

 

番号 組織名 担当理事、部門長、支部長 

01 総務委員会 石原委員長、山田(善)副委員長 

02 財務委員会 長谷川委員長、山田(勉)副委員長 

03 企画委員会 菅野委員長 

04 学会賞委員会 太田委員長 

10 会誌出版委員会 奈良委員長、滑川副委員長 

11 論文集委員会 
高橋(桂)委員長 

喜多副委員長（英）、浅井副委員長（和） 

12 Annual Conference（AC）委員会 鈴木委員長 

13 国際委員会 増田委員長、竹田副委員長 

14 国際標準化委員会 菅野委員長 

15 事業会員サービス委員会 

（旧会員サービス委員会担当） 

黒川委員長、佐々木副委員長 

（旧事業推進連携委員会担当） 

綛田委員長、大矢副委員長 

16 教育･認定委員会 三好委員長 

18 戦略広報渉外委員会 石塚委員長 

30 部門協議会 笹谷議長、塩谷副議長 

31 計測部門 本谷部門長 

32 制御部門 飯野部門長 

33 システム・情報部門 大倉部門長 

34 システムインテグレーション部門 神田部門長 

35 産業応用部門 舩木部門長 

36 ライフエンジニアリング部門 中尾部門長 

50 支部協議会 佐野議長、村田副議長 

51 北海道支部 山本支部長 

52 東北支部 石黒支部長 

53 中部支部 由良支部長 

54 北陸支部 神代支部長 

55 関西支部 杉本支部長 

56 中国支部 辻支部長 

57 四国支部 久保支部長 

58 九州支部 金城支部長 
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